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　成川暢彦院長はじめ
4名が参加し、貴志千秋
リハビリテーション科科
長がセクションの座長
と評価者を務めました。

●第30回日本慢性期医療学会
(令和4年11月17日18日　於：国立京都国際会館)

　明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、よき新年をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
　今年は十二支では、兎年です。日本では、うさぎは月で餅をついていると
言われますが、中国では「不老不死のくすりを作っている」と言われているそう
です。兎年は、うさぎの跳躍する姿から「飛躍」、「向上」のほか、「植物の成長」と
いう意味もあり、新しいことに挑戦するのに最適な年と言われています。
　コロナ禍と呼ばれる状態になり３年が経ちました。コロナワクチンの接種が
進み、若い世代の重症化リスクが低くなってきていますが、65歳以上の方や
基礎疾患がある方の重症化リスクは、依然として高いままとなっています。
　しかし、日進月歩、医学は確実に進歩しています。もうすぐ、長いトンネルは抜け
られると信じて、これからも地域の皆さまとともに、私たち桜ヶ丘病院スタッフ一同、
有田地方の地域医療向上に全力を尽くしてまいります。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

新年明けましておめでとうございます

医療法人社団　千徳会
　　　成川  暢彦理事長
院　長

　当院より、5名が永年勤続者会長表彰として表彰され
ました。

●第19回和歌山県病院大会
(令和4年11月6日　於：アバローム紀の国)

　当院からは、2演題の発表を行いました。奥田看護
師の発表はセクションの優秀賞に選ばれました。

●第27回和歌山県病院協会学術大会
(令和4年11月6日　於：アバローム紀の国)

★『相互評価への取り組み
～看護技術のチェックを通して～』

　発表者：奥田都茂子看護師
★『栄養ケア充実に向けたNSTの取り組み

～食札等の活用による連携強化～』
　発表者：岩本由貴栄養管理科副主任

(写真左より)
成川暢彦院長・桶谷京子介護福祉士・宮崎拓次介護福祉士・橘本博
美介護福祉士・三木康平腎センター技士主任・硲成哉看護副主任
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